
付属説明書P52・53　神奈川県町村情報システム事業（３）（７）

  19,473千円

自治体情報システム(基幹システム）の標準化・共通化及びガバメントクラウド接続関連経費

117,946千円
歳入（デジタル基盤改革支援補助金）

一般財源
付属説明書P39 雑入　総務費雑入(10)デジタル基盤改革支援補助金  98,473千円

　葉山町は令和7年11月より国が示す仕様に則した標準準拠システムをガバメントクラウド（AWS）で運用開始。それに伴うイニシャルコス
ト、ランニングコストを令和7年度予算計上

100,689千円
ランニングコスト
イニシャルコスト

付属説明書P52神奈川県町村情報システム事業(4)・（5）のうち1,939千円  17,257千円
合計

●概要と令和7年度経費

←葉山町は生活保護と児童扶養手当以
外の18業務が対象。戸籍は共同調達で
はなく単独システム（町民健康課所管）

標準化・共通化システム移行費
付属説明書P53
神奈川県町村情報システム事業

（７）ア・イ

参 考 資 料 ２
予 算 特 別 委 員 会
総 務 課
令 和 ７ 年 ２ 月 ２ ０ 日
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●葉山町からのガバメントクラウドへの接続について
　
　葉山町（図では団体A）の基幹系端末から、ガバメントクラウドに置かれるTKC基幹系システムにアクセスするために、通信経路の設計・設置等が必要となります。アクセス経路としては、「葉山
町庁内ネットワーク」　→　「葉山町～ガバメントクラウド間」　→　「ガバメントクラウド（AWS）」となります。

（１）庁内ネットワークにおける設計・機器整備・保守　：　付属説明書P52・53　神奈川県町村情報システム事業(3)・(5)のうち337千円・(7)ウ・エ
現在基幹系システムがあるTKCデータセンター（TISC）へ接続するためのネットワーク機器を、ガバメントクラウドに接続するためのネットワーク機器に、設計・整備・更新し、ネットワーク機器の
保守をします。

（２）葉山町　～　ガバメントクラウド　間の通信の設計・整備・保守・ランニングコスト ： 付属説明書P52神奈川県町村情報システム事業（5）のうち1,602千円
ガバメントクラウドへの通信経路の設計・整備します。また接続開始後は、ガバメントクラウドへの常時接続可能な状態に保つための「ネットワーク運用管理補助者」としての運用・保守を行いま
す。

（３）ガバメントクラウド（AWS）上で基幹系システムを稼働させ、そのシステムへ葉山町からアクセスするための設計・整備・保守・ランニングコスト
                                                                                                                                                            ：付属説明書P52　神奈川県町村情報システム事業（4）
●システム運用管理補助者がAWS内で基幹系システムを構築し、利用実績をデジタル庁に報告します。
●ネットワーク運用管理補助者がAWS内の基幹系システムへの通信を構築し、AWS利用実績をデジタル庁に報告します。

葉山町

（１）

（２） （３）

2


